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研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰ 空間構成空間構成空間構成空間構成

人の心理人の心理人の心理人の心理

Le Le Le Le CorbusierCorbusierCorbusierCorbusierのののの

建築空間の特性建築空間の特性建築空間の特性建築空間の特性

建築空間において、建築空間において、建築空間において、建築空間において、
カメラを構えるとカメラを構えるとカメラを構えるとカメラを構えると
き、人は空間の特き、人は空間の特き、人は空間の特き、人は空間の特
徴部分や印象的な徴部分や印象的な徴部分や印象的な徴部分や印象的な
部分、好きな空間部分、好きな空間部分、好きな空間部分、好きな空間
を構図に納めようを構図に納めようを構図に納めようを構図に納めよう
とする。とする。とする。とする。

建築空間の特性を建築空間の特性を建築空間の特性を建築空間の特性を
認識する。認識する。認識する。認識する。

構図構図構図構図

本研究では、本研究では、本研究では、本研究では、LeLeLeLe CorbusierCorbusierCorbusierCorbusierの建築における空間特性やﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのもの建築における空間特性やﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのもの建築における空間特性やﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのもの建築における空間特性やﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのも
つ「意味」「作用」について、「人の心理構造」「空間構成」「ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬつ「意味」「作用」について、「人の心理構造」「空間構成」「ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬつ「意味」「作用」について、「人の心理構造」「空間構成」「ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬつ「意味」「作用」について、「人の心理構造」「空間構成」「ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬ
ﾌﾞﾗﾘｰ」という３つの関係を定量的な分析によって、明確にすることを目的ﾌﾞﾗﾘｰ」という３つの関係を定量的な分析によって、明確にすることを目的ﾌﾞﾗﾘｰ」という３つの関係を定量的な分析によって、明確にすることを目的ﾌﾞﾗﾘｰ」という３つの関係を定量的な分析によって、明確にすることを目的
としている。としている。としている。としている。



研究のプロセス研究のプロセス研究のプロセス研究のプロセス研究のプロセス研究のプロセス研究のプロセス研究のプロセス

ＣＧ＆ＶＲＭＬデータの作成ＣＧ＆ＶＲＭＬデータの作成ＣＧ＆ＶＲＭＬデータの作成ＣＧ＆ＶＲＭＬデータの作成

Walk ThroughWalk ThroughWalk ThroughWalk Through実験実験実験実験

クラスター分析：代表的シーンを選出クラスター分析：代表的シーンを選出クラスター分析：代表的シーンを選出クラスター分析：代表的シーンを選出

心理量分析：空心理量分析：空心理量分析：空心理量分析：空
間に対する評価間に対する評価間に対する評価間に対する評価
構造とその要因構造とその要因構造とその要因構造とその要因
となる空間特性となる空間特性となる空間特性となる空間特性
要素要素要素要素

物理量分析：視物理量分析：視物理量分析：視物理量分析：視
点場の位置、構点場の位置、構点場の位置、構点場の位置、構
図を構成する要図を構成する要図を構成する要図を構成する要
素の数値データ素の数値データ素の数値データ素の数値データ
の抽出の抽出の抽出の抽出

相関分析：心理評価因子と構図における物理的指　相関分析：心理評価因子と構図における物理的指　相関分析：心理評価因子と構図における物理的指　相関分析：心理評価因子と構図における物理的指　
　　　　標との相関関係の明確化　　　　標との相関関係の明確化　　　　標との相関関係の明確化　　　　標との相関関係の明確化

分析分析分析分析B

分析分析分析分析C 分析分析分析分析D

分析分析分析分析E

分析分析分析分析A

自由な構図シーンを決定。構図の対象要素、自由な構図シーンを決定。構図の対象要素、自由な構図シーンを決定。構図の対象要素、自由な構図シーンを決定。構図の対象要素、
印象要素の指摘。印象要素の指摘。印象要素の指摘。印象要素の指摘。

LeLeLeLe CorbusierCorbusierCorbusierCorbusierの建築空間の特性の建築空間の特性の建築空間の特性の建築空間の特性

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰ
による空間認識構による空間認識構による空間認識構による空間認識構
造造造造



研究対象作品紹介研究対象作品紹介研究対象作品紹介研究対象作品紹介研究対象作品紹介研究対象作品紹介研究対象作品紹介研究対象作品紹介

1920192019201920年よりはじまるの「白い箱」は、年よりはじまるの「白い箱」は、年よりはじまるの「白い箱」は、年よりはじまるの「白い箱」は、 独自の建築原理であ独自の建築原理であ独自の建築原理であ独自の建築原理であ
る「新しい建築の５原則」が展開されはじめ、その後の最終る「新しい建築の５原則」が展開されはじめ、その後の最終る「新しい建築の５原則」が展開されはじめ、その後の最終る「新しい建築の５原則」が展開されはじめ、その後の最終
傑作である「チャンディガール」までの傑作である「チャンディガール」までの傑作である「チャンディガール」までの傑作である「チャンディガール」までのCorbusierCorbusierCorbusierCorbusier建築の原点建築の原点建築の原点建築の原点
とも言える作品群である。この「サヴォワ邸」で完成されるとも言える作品群である。この「サヴォワ邸」で完成されるとも言える作品群である。この「サヴォワ邸」で完成されるとも言える作品群である。この「サヴォワ邸」で完成される
「白の時代」の作品は、「白の時代」の作品は、「白の時代」の作品は、「白の時代」の作品は、CorbusierCorbusierCorbusierCorbusierの建築原理そのものであり、の建築原理そのものであり、の建築原理そのものであり、の建築原理そのものであり、
空間特性がより簡潔で明確に捉えることができるのではない空間特性がより簡潔で明確に捉えることができるのではない空間特性がより簡潔で明確に捉えることができるのではない空間特性がより簡潔で明確に捉えることができるのではない
だろうか。だろうか。だろうか。だろうか。

ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付
き住宅き住宅き住宅き住宅（（（（1922））））

ﾗ･ﾛｯｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸ﾗ･ﾛｯｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸ﾗ･ﾛｯｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸ﾗ･ﾛｯｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸（（（（1923-25））））
ｶﾞﾙｼｭの住宅ｶﾞﾙｼｭの住宅ｶﾞﾙｼｭの住宅ｶﾞﾙｼｭの住宅（（（（1926-29））））

ｶﾙﾀｰｼﾞｭの別荘ｶﾙﾀｰｼﾞｭの別荘ｶﾙﾀｰｼﾞｭの別荘ｶﾙﾀｰｼﾞｭの別荘（（（（1929)ｻｳﾞｫﾜ邸ｻｳﾞｫﾜ邸ｻｳﾞｫﾜ邸ｻｳﾞｫﾜ邸（（（（1929-31)



分析Ａ分析Ａ分析Ａ分析Ａ分析Ａ分析Ａ分析Ａ分析Ａ 作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造

Walk ThroughWalk ThroughWalk ThroughWalk Through実験実験実験実験Walk ThroughWalk ThroughWalk ThroughWalk Through実験実験実験実験

実験の目的実験の目的実験の目的実験の目的 「「「「空間の構成要素が配置する中にどうシーンを選び視点を置き、空間の構成要素が配置する中にどうシーンを選び視点を置き、空間の構成要素が配置する中にどうシーンを選び視点を置き、空間の構成要素が配置する中にどうシーンを選び視点を置き、
CorbusierCorbusierCorbusierCorbusierのののの建築空間を捉えているか」を探るため。建築空間を捉えているか」を探るため。建築空間を捉えているか」を探るため。建築空間を捉えているか」を探るため。

実験の方法実験の方法実験の方法実験の方法 ＣＧの中を回遊し、５つの住宅についてそれぞれ３つのシーンＣＧの中を回遊し、５つの住宅についてそれぞれ３つのシーンＣＧの中を回遊し、５つの住宅についてそれぞれ３つのシーンＣＧの中を回遊し、５つの住宅についてそれぞれ３つのシーン
（印象的、特徴的、好きなシーン）を決定する。そのシーンにつ（印象的、特徴的、好きなシーン）を決定する。そのシーンにつ（印象的、特徴的、好きなシーン）を決定する。そのシーンにつ（印象的、特徴的、好きなシーン）を決定する。そのシーンにつ
いて、構図の対象とした要素、その他の印象的要素について記述いて、構図の対象とした要素、その他の印象的要素について記述いて、構図の対象とした要素、その他の印象的要素について記述いて、構図の対象とした要素、その他の印象的要素について記述
式のアンケートに回答する。式のアンケートに回答する。式のアンケートに回答する。式のアンケートに回答する。

被験者２０名（建設工学科学生）、計３００枚のシーンを収集。被験者２０名（建設工学科学生）、計３００枚のシーンを収集。被験者２０名（建設工学科学生）、計３００枚のシーンを収集。被験者２０名（建設工学科学生）、計３００枚のシーンを収集。実験の結果実験の結果実験の結果実験の結果

被験者が選んだ画像についての、対象要素、印象要素に指摘された構成要素の有無と、被験者が選んだ画像についての、対象要素、印象要素に指摘された構成要素の有無と、被験者が選んだ画像についての、対象要素、印象要素に指摘された構成要素の有無と、被験者が選んだ画像についての、対象要素、印象要素に指摘された構成要素の有無と、
視点のとりかた、見る方向、などをカテゴリーデータとして、数量化Ⅲ類で分析する。視点のとりかた、見る方向、などをカテゴリーデータとして、数量化Ⅲ類で分析する。視点のとりかた、見る方向、などをカテゴリーデータとして、数量化Ⅲ類で分析する。視点のとりかた、見る方向、などをカテゴリーデータとして、数量化Ⅲ類で分析する。
分析結果のカテゴリープロットより、空間を構成する要素の結びつきを探り、５つの分析結果のカテゴリープロットより、空間を構成する要素の結びつきを探り、５つの分析結果のカテゴリープロットより、空間を構成する要素の結びつきを探り、５つの分析結果のカテゴリープロットより、空間を構成する要素の結びつきを探り、５つの
作品についてそれぞれ空間の捉えられ方の特性を考察する。作品についてそれぞれ空間の捉えられ方の特性を考察する。作品についてそれぞれ空間の捉えられ方の特性を考察する。作品についてそれぞれ空間の捉えられ方の特性を考察する。



分析Ａ　考察分析Ａ　考察分析Ａ　考察分析Ａ　考察分析Ａ　考察分析Ａ　考察分析Ａ　考察分析Ａ　考察 作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造作品のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰによる認識構造

ｻｳﾞｫﾜ邸ｻｳﾞｫﾜ邸ｻｳﾞｫﾜ邸ｻｳﾞｫﾜ邸
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Ｕ字折り返Ｕ字折り返Ｕ字折り返Ｕ字折り返
し階段し階段し階段し階段

ｶﾞﾙｼｭの住ｶﾞﾙｼｭの住ｶﾞﾙｼｭの住ｶﾞﾙｼｭの住

ｷｬﾉﾋﾟｰｷｬﾉﾋﾟｰｷｬﾉﾋﾟｰｷｬﾉﾋﾟｰ

横長窓横長窓横長窓横長窓
ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

直壁直壁直壁直壁

柱柱柱柱

曲壁（内）曲壁（内）曲壁（内）曲壁（内）

Ｕ字折り返Ｕ字折り返Ｕ字折り返Ｕ字折り返
し階段し階段し階段し階段

天井天井天井天井

屋上庭園屋上庭園屋上庭園屋上庭園

螺旋階段螺旋階段螺旋階段螺旋階段

水平連続窓水平連続窓水平連続窓水平連続窓
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存在位存在位存在位存在位

ファサード的シーファサード的シーファサード的シーファサード的シー
外部の屋上庭園シー外部の屋上庭園シー外部の屋上庭園シー外部の屋上庭園シー

エントランスシーエントランスシーエントランスシーエントランスシー

内部空間シー内部空間シー内部空間シー内部空間シー

屋上庭園シー屋上庭園シー屋上庭園シー屋上庭園シー

ボリュームの凸凹を見ボリュームの凸凹を見ボリュームの凸凹を見ボリュームの凸凹を見

ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付き住宅：ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付き住宅：ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付き住宅：ｵｻﾞﾝﾌｧﾝのｱﾄﾘｴ付き住宅：「空間の展開方向に関する」「空間の展開方向に関する」「空間の展開方向に関する」「空間の展開方向に関する」軸×「透視性」軸×「透視性」軸×「透視性」軸×「透視性」
ﾗ･ﾛｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸：「形態性」×「連続性」の軸ﾗ･ﾛｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸：「形態性」×「連続性」の軸ﾗ･ﾛｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸：「形態性」×「連続性」の軸ﾗ･ﾛｼｭ･ｼﾞｬﾝﾇﾚ邸：「形態性」×「連続性」の軸
カルタゴの別荘：「開放性」の軸×「立体的」な軸カルタゴの別荘：「開放性」の軸×「立体的」な軸カルタゴの別荘：「開放性」の軸×「立体的」な軸カルタゴの別荘：「開放性」の軸×「立体的」な軸



分析Ｂ分析Ｂ分析Ｂ分析Ｂ分析Ｂ分析Ｂ分析Ｂ分析Ｂ クラスター分析により、クラスター分析により、クラスター分析により、クラスター分析により、CorbusierCorbusierCorbusierCorbusier建築の特徴シーンを選出する。建築の特徴シーンを選出する。建築の特徴シーンを選出する。建築の特徴シーンを選出する。

　５つの住宅作品すべてにつ　５つの住宅作品すべてにつ　５つの住宅作品すべてにつ　５つの住宅作品すべてにつ
いての変数カテゴリー間の距いての変数カテゴリー間の距いての変数カテゴリー間の距いての変数カテゴリー間の距
離行列から、クラスター分析離行列から、クラスター分析離行列から、クラスター分析離行列から、クラスター分析
を行った。その結果、以下のを行った。その結果、以下のを行った。その結果、以下のを行った。その結果、以下の
７つのグループに分類できた。７つのグループに分類できた。７つのグループに分類できた。７つのグループに分類できた。
　これら分類されたシーンと　これら分類されたシーンと　これら分類されたシーンと　これら分類されたシーンと
作品別に分類されたシーンの作品別に分類されたシーンの作品別に分類されたシーンの作品別に分類されたシーンの
両方を考慮して、分析Ｃで行両方を考慮して、分析Ｃで行両方を考慮して、分析Ｃで行両方を考慮して、分析Ｃで行
うＳＤ法による評価実験スラうＳＤ法による評価実験スラうＳＤ法による評価実験スラうＳＤ法による評価実験スラ
イド画像のシーン２５枚を選イド画像のシーン２５枚を選イド画像のシーン２５枚を選イド画像のシーン２５枚を選
出した。出した。出した。出した。

Group1:Group1:Group1:Group1:鋸屋根のある住宅外観鋸屋根のある住宅外観鋸屋根のある住宅外観鋸屋根のある住宅外観

Group2:Group2:Group2:Group2:室内開放的空間室内開放的空間室内開放的空間室内開放的空間

Group3:Group3:Group3:Group3:屋上庭園屋上庭園屋上庭園屋上庭園

Group4:Group4:Group4:Group4:トップライト空間トップライト空間トップライト空間トップライト空間

Group5:Group5:Group5:Group5:水平連続窓のある外観水平連続窓のある外観水平連続窓のある外観水平連続窓のある外観

Group6:Group6:Group6:Group6:造形的室内空間造形的室内空間造形的室内空間造形的室内空間

Group7:Group7:Group7:Group7:誘導的空間誘導的空間誘導的空間誘導的空間



分析Ｃ分析Ｃ分析Ｃ分析Ｃ　分析Ｃ分析Ｃ分析Ｃ分析Ｃ　 LeLeLeLe CorbusierCorbusierCorbusierCorbusierの建築空間に対する評価構造とその要因となる空間特性要素の建築空間に対する評価構造とその要因となる空間特性要素の建築空間に対する評価構造とその要因となる空間特性要素の建築空間に対する評価構造とその要因となる空間特性要素

評価実験：評価実験：評価実験：評価実験：25枚のスライド画像、枚のスライド画像、枚のスライド画像、枚のスライド画像、27形容詞対、被験者形容詞対、被験者形容詞対、被験者形容詞対、被験者30名（建設工学科の学生）名（建設工学科の学生）名（建設工学科の学生）名（建設工学科の学生）ＳＤ法ＳＤ法ＳＤ法ＳＤ法

因子分析結果因子分析結果因子分析結果因子分析結果

　第Ⅰ因子軸　　　　ドラマチック性第Ⅰ因子軸　　　　ドラマチック性第Ⅰ因子軸　　　　ドラマチック性第Ⅰ因子軸　　　　ドラマチック性

　第Ⅱ因子軸　　　　開放性第Ⅱ因子軸　　　　開放性第Ⅱ因子軸　　　　開放性第Ⅱ因子軸　　　　開放性

第Ⅲ因子軸　　　　調和性第Ⅲ因子軸　　　　調和性第Ⅲ因子軸　　　　調和性第Ⅲ因子軸　　　　調和性

　第Ⅳ因子軸　　　　水平垂直性第Ⅳ因子軸　　　　水平垂直性第Ⅳ因子軸　　　　水平垂直性第Ⅳ因子軸　　　　水平垂直性

　第Ⅴ因子軸　　　　ダイナミック性第Ⅴ因子軸　　　　ダイナミック性第Ⅴ因子軸　　　　ダイナミック性第Ⅴ因子軸　　　　ダイナミック性



分析Ｃ結果（その１）分析Ｃ結果（その１）分析Ｃ結果（その１）分析Ｃ結果（その１）分析Ｃ結果（その１）分析Ｃ結果（その１）分析Ｃ結果（その１）分析Ｃ結果（その１）
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分析Ｃ結果（その２）分析Ｃ結果（その２）分析Ｃ結果（その２）分析Ｃ結果（その２）分析Ｃ結果（その２）分析Ｃ結果（その２）分析Ｃ結果（その２）分析Ｃ結果（その２）

第Ⅰ因子軸

第
Ⅱ
因
子
軸

第Ⅰ因子軸

第
Ⅲ
因
子
軸

梁梁梁梁

ｷｬﾉﾋﾟｰｷｬﾉﾋﾟｰｷｬﾉﾋﾟｰｷｬﾉﾋﾟｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ
横長窓横長窓横長窓横長窓

Ｕ字折り返し階段Ｕ字折り返し階段Ｕ字折り返し階段Ｕ字折り返し階段

曲壁曲壁曲壁曲壁

縦長窓縦長窓縦長窓縦長窓

スロープスロープスロープスロープ

屋上庭園屋上庭園屋上庭園屋上庭園

直線階段直線階段直線階段直線階段

Ｕ字折り返し階段Ｕ字折り返し階段Ｕ字折り返し階段Ｕ字折り返し階段

曲壁曲壁曲壁曲壁

ﾌﾞﾘｰｽﾞｿﾚｲﾕﾌﾞﾘｰｽﾞｿﾚｲﾕﾌﾞﾘｰｽﾞｿﾚｲﾕﾌﾞﾘｰｽﾞｿﾚｲﾕ

矩形折り返し階段矩形折り返し階段矩形折り返し階段矩形折り返し階段

螺旋階段螺旋階段螺旋階段螺旋階段

Ⅰ軸×Ⅱ軸（ドラマチック性×開放性）Ⅰ軸×Ⅱ軸（ドラマチック性×開放性）Ⅰ軸×Ⅱ軸（ドラマチック性×開放性）Ⅰ軸×Ⅱ軸（ドラマチック性×開放性） Ⅰ軸×Ⅲ軸（ドラマチック性×調和性）Ⅰ軸×Ⅲ軸（ドラマチック性×調和性）Ⅰ軸×Ⅲ軸（ドラマチック性×調和性）Ⅰ軸×Ⅲ軸（ドラマチック性×調和性）

スロープスロープスロープスロープ
横長窓横長窓横長窓横長窓

因子軸における構成要素の分布因子軸における構成要素の分布因子軸における構成要素の分布因子軸における構成要素の分布

第Ⅳ因子「水平・垂直性」の因子軸では、「水平性」方向に第Ⅳ因子「水平・垂直性」の因子軸では、「水平性」方向に第Ⅳ因子「水平・垂直性」の因子軸では、「水平性」方向に第Ⅳ因子「水平・垂直性」の因子軸では、「水平性」方向に床・梁・柱・天井床・梁・柱・天井床・梁・柱・天井床・梁・柱・天井などの構などの構などの構などの構
造的要素、「垂直性」方向には造的要素、「垂直性」方向には造的要素、「垂直性」方向には造的要素、「垂直性」方向にはロフト・螺旋階段・トップライトロフト・螺旋階段・トップライトロフト・螺旋階段・トップライトロフト・螺旋階段・トップライトなどのﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗなどのﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗなどのﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗなどのﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗ
ﾘｰの要素が見られる。また、昇降動作に関わる要素をみると、ﾘｰの要素が見られる。また、昇降動作に関わる要素をみると、ﾘｰの要素が見られる。また、昇降動作に関わる要素をみると、ﾘｰの要素が見られる。また、昇降動作に関わる要素をみると、螺旋階段、はしご、矩形螺旋階段、はしご、矩形螺旋階段、はしご、矩形螺旋階段、はしご、矩形
折り返し階段折り返し階段折り返し階段折り返し階段が「垂直方向」、が「垂直方向」、が「垂直方向」、が「垂直方向」、直線階段、スロープ直線階段、スロープ直線階段、スロープ直線階段、スロープは「水平方向」に見られる。は「水平方向」に見られる。は「水平方向」に見られる。は「水平方向」に見られる。



分析Ｄ分析Ｄ分析Ｄ分析Ｄ分析Ｄ分析Ｄ分析Ｄ分析Ｄ 視点場の位置、構図を構成する要素の数値データの抽出視点場の位置、構図を構成する要素の数値データの抽出視点場の位置、構図を構成する要素の数値データの抽出視点場の位置、構図を構成する要素の数値データの抽出

物理量尺度物理量尺度物理量尺度物理量尺度

シーンの構成を表す物理尺度シーンの構成を表す物理尺度シーンの構成を表す物理尺度シーンの構成を表す物理尺度：：：：
　　　　　　　画像中の壁、ガラス、床、天井、曲壁、外部空間の画像中の壁、ガラス、床、天井、曲壁、外部空間の画像中の壁、ガラス、床、天井、曲壁、外部空間の画像中の壁、ガラス、床、天井、曲壁、外部空間の
　　　　　　　各面積の占める割合　　　　　　　各面積の占める割合　　　　　　　各面積の占める割合　　　　　　　各面積の占める割合
　　　　　　　画像中のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰの種類数　　　　　　　画像中のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰの種類数　　　　　　　画像中のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰの種類数　　　　　　　画像中のﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰの種類数
　　　　　　　被験者による印象要素指摘数　　　　　　　被験者による印象要素指摘数　　　　　　　被験者による印象要素指摘数　　　　　　　被験者による印象要素指摘数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水平垂直を表現する要素数　の水平垂直を表現する要素数　の水平垂直を表現する要素数　の水平垂直を表現する要素数　の16161616の指標の指標の指標の指標

視点場の置き方に関する物理量：視点場の置き方に関する物理量：視点場の置き方に関する物理量：視点場の置き方に関する物理量：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床からの視点場の高さ床からの視点場の高さ床からの視点場の高さ床からの視点場の高さ
　　　　　　　視点場から構図の対象物までの最短距離　　　　　　　視点場から構図の対象物までの最短距離　　　　　　　視点場から構図の対象物までの最短距離　　　　　　　視点場から構図の対象物までの最短距離
　　　　　　　視点場から画像の突き当たりまでの最長距離　　　　　　　視点場から画像の突き当たりまでの最長距離　　　　　　　視点場から画像の突き当たりまでの最長距離　　　　　　　視点場から画像の突き当たりまでの最長距離
　　　　　　　視点から注視点までの距離　　　　　　　視点から注視点までの距離　　　　　　　視点から注視点までの距離　　　　　　　視点から注視点までの距離
　　　　　　　視野角、高度　の　　　　　　　視野角、高度　の　　　　　　　視野角、高度　の　　　　　　　視野角、高度　の6666つの指標つの指標つの指標つの指標



分析Ｅ分析Ｅ分析Ｅ分析ＥＥＥＥＥ分析Ｅ分析Ｅ分析Ｅ分析ＥＥＥＥＥ

相関係数を求める相関係数を求める相関係数を求める相関係数を求める

心理評価因子と構図における物理的尺度との相関関係の数量的明確化心理評価因子と構図における物理的尺度との相関関係の数量的明確化心理評価因子と構図における物理的尺度との相関関係の数量的明確化心理評価因子と構図における物理的尺度との相関関係の数量的明確化

単相関分析単相関分析単相関分析単相関分析

重回帰分析重回帰分析重回帰分析重回帰分析

　心理量と物理量を基に、２７の心理因子と空間に取ら　心理量と物理量を基に、２７の心理因子と空間に取ら　心理量と物理量を基に、２７の心理因子と空間に取ら　心理量と物理量を基に、２７の心理因子と空間に取ら
　れた構図要素間の相互関係およびその相関の強弱を明　れた構図要素間の相互関係およびその相関の強弱を明　れた構図要素間の相互関係およびその相関の強弱を明　れた構図要素間の相互関係およびその相関の強弱を明
　確にするために相関係数を求め、また両者のそれぞれ　確にするために相関係数を求め、また両者のそれぞれ　確にするために相関係数を求め、また両者のそれぞれ　確にするために相関係数を求め、また両者のそれぞれ
　の指標が意味するものを具体的に明らかにするため、　の指標が意味するものを具体的に明らかにするため、　の指標が意味するものを具体的に明らかにするため、　の指標が意味するものを具体的に明らかにするため、
　相関係数の高い指標について単相関図を作成し回帰式　相関係数の高い指標について単相関図を作成し回帰式　相関係数の高い指標について単相関図を作成し回帰式　相関係数の高い指標について単相関図を作成し回帰式
　を求めた。　を求めた。　を求めた。　を求めた。
　また、シーンいには様々な空間構成要素と視点場の置　また、シーンいには様々な空間構成要素と視点場の置　また、シーンいには様々な空間構成要素と視点場の置　また、シーンいには様々な空間構成要素と視点場の置
　き方がお互いに影響して、ある雰囲気を形成している。　き方がお互いに影響して、ある雰囲気を形成している。　き方がお互いに影響して、ある雰囲気を形成している。　き方がお互いに影響して、ある雰囲気を形成している。
　そこで、１評価因子軸と複数の物理量要素との関係を　そこで、１評価因子軸と複数の物理量要素との関係を　そこで、１評価因子軸と複数の物理量要素との関係を　そこで、１評価因子軸と複数の物理量要素との関係を
　重回帰分析により明らかにする。　重回帰分析により明らかにする。　重回帰分析により明らかにする。　重回帰分析により明らかにする。

１心理因子と１物理１心理因子と１物理１心理因子と１物理１心理因子と１物理
量の関係を数量的に量の関係を数量的に量の関係を数量的に量の関係を数量的に
明らかにする。明らかにする。明らかにする。明らかにする。

22222222物理量尺度と、物理量尺度と、物理量尺度と、物理量尺度と、27272727
の心理因子の相関のの心理因子の相関のの心理因子の相関のの心理因子の相関の
強弱を見る。強弱を見る。強弱を見る。強弱を見る。

因子分析によって、因子分析によって、因子分析によって、因子分析によって、
明らかになった５つ明らかになった５つ明らかになった５つ明らかになった５つ
の因子軸と複数の物の因子軸と複数の物の因子軸と複数の物の因子軸と複数の物
理量の関係を明らか理量の関係を明らか理量の関係を明らか理量の関係を明らか
にする。にする。にする。にする。



分析Ｅ　相関係数分析Ｅ　相関係数分析Ｅ　相関係数分析Ｅ　相関係数分析Ｅ　相関係数分析Ｅ　相関係数分析Ｅ　相関係数分析Ｅ　相関係数
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堅堅堅堅 いいいい 感感感感 じじじじ ーーーー 柔柔柔柔 らららら かかかか いいいい 感感感感 じじじじ △ ● ■ △ □
特特特特 徴徴徴徴 のののの なななな いいいい ーーーー 特特特特 徴徴徴徴 のののの ああああ るるるる ● ■
曲曲曲曲 線線線線 的的的的 なななな ーーーー 直直直直 線線線線 的的的的 なななな △ ▲ ◇ ○ ▲
造造造造 形形形形 的的的的 でででで なななな いいいい 感感感感 じじじじ ーーーー 造造造造 形形形形 的的的的 なななな 感感感感 じじじじ ▲ ▲ △
期期期期待待待待感感感感のののの高高高高いいいい感感感感じじじじーーーー期期期期待待待待感感感感のののの低低低低いいいい感感感感じじじじ △ ▲ ○ □ ▲
静静静静 的的的的 なななな 感感感感 じじじじ ーーーー 動動動動 的的的的 なななな 感感感感 じじじじ ▲ ○ ● ▲ △ △ ○ ○ ○
誘誘誘誘 導導導導 ささささ れれれれ るるるる 感感感感 じじじじ ーーーー 拒拒拒拒 絶絶絶絶 ささささ れれれれ るるるる 感感感感 じじじじ △ ■ □ △ ▲ ▲ ■ ▲ ▲ ●
奥奥奥奥 行行行行きききき をををを感感感感 じじじじるるるる ーーーー奥奥奥奥行行行行 ききききをををを 感感感感じじじじ なななないいいい △ △ ▲ ■ ■ ▲ ■ △
殺殺殺殺 伐伐伐伐 とととと しししし たたたた ーーーー 雰雰雰雰 囲囲囲囲 気気気気 のののの ああああ るるるる ■ ▲
リリリリ ズズズズ ムムムム 感感感感 のののの ああああ るるるる ーーーー リリリリ ズズズズ ムムムム 感感感感 のののの なななな いいいい □ ▲ ○ ○ ■
遠遠遠遠近近近近感感感感ののののなななないいいい感感感感じじじじーーーー遠遠遠遠近近近近感感感感ののののああああるるるる感感感感じじじじ □ □ △ □ ▲
変変変変 化化化化 にににに 富富富富 んんんん だだだだ ーーーー 変変変変 化化化化 にににに 乏乏乏乏 しししし いいいい △ ○ □
明明明明 るるるる いいいい 感感感感 じじじじ ーーーー 暗暗暗暗 いいいい 感感感感 じじじじ
陰陰陰陰 気気気気 なななな 感感感感 じじじじ ーーーー 陽陽陽陽 気気気気 なななな 感感感感 じじじじ
広広広広 いいいい ーーーー 狭狭狭狭 いいいい

開開開開 放放放放 的的的的 なななな ーーーー 閉閉閉閉 鎖鎖鎖鎖 的的的的 なななな
非非非非 対対対対 称称称称 的的的的 なななな ーーーー 対対対対 称称称称 的的的的 なななな □ △ ○ △ ● ◆ ● ●
不不不不 規規規規 則則則則 なななな ーーーー 規規規規 則則則則 的的的的 なななな △ ■ □ ▲ ▲ ▲ ▲
連連連連 続続続続 的的的的 なななな 感感感感 じじじじ ーーーー 不不不不 連連連連 続続続続 なななな 感感感感 じじじじ
ババババ ララララ ンンンン スススス のののの よよよよ いいいい ーーーー アアアア ンンンン ババババ ララララ ンンンン スススス なななな △ △
ごごごごててててごごごごててててししししたたたた感感感感じじじじーーーーすすすすっっっっききききりりりりししししたたたた感感感感じじじじ □
統統統統 一一一一 感感感感 のののの ああああ るるるる ーーーー ババババ ララララ ババババ ララララ なななな ▲ △ △ △ △
水水水水 平平平平 的的的的 なななな ーーーー 垂垂垂垂 直直直直 的的的的 なななな

縦縦縦縦 にににに 伸伸伸伸 びびびび たたたた ーーーー 横横横横 にににに 広広広広 がががが るるるる ▲
大大大大 胆胆胆胆 なななな 感感感感 じじじじ ーーーー 繊繊繊繊 細細細細 なななな 感感感感 じじじじ △ △ ▲
迫迫迫迫 力力力力 のののの ああああ るるるる 感感感感 じじじじ ーーーー 迫迫迫迫 力力力力 のののの なななな いいいい 感感感感 じじじじ □ △ ▲
圧圧圧圧 迫迫迫迫 感感感感 のののの ああああ るるるる ーーーー 圧圧圧圧 迫迫迫迫 感感感感 のののの なななな いいいい
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第第第第
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因因因因

子子子子

22222222物理量尺度と、物理量尺度と、物理量尺度と、物理量尺度と、27272727の心理因子の相関の強弱を見る。の心理因子の相関の強弱を見る。の心理因子の相関の強弱を見る。の心理因子の相関の強弱を見る。

▲ ●

△ ○

■ ◆

□ ◇

-0.7<相関係数≦-0.6-0.7<相関係数≦-0.6-0.7<相関係数≦-0.6-0.7<相関係数≦-0.6-0.5＜相関係数≦-0.4-0.5＜相関係数≦-0.4-0.5＜相関係数≦-0.4-0.5＜相関係数≦-0.4

-0.6＜相関係数≦-0.5-0.6＜相関係数≦-0.5-0.6＜相関係数≦-0.5-0.6＜相関係数≦-0.5

0.4≦相関係数＜0.50.4≦相関係数＜0.50.4≦相関係数＜0.50.4≦相関係数＜0.5 0.6≦相関係数＜0.70.6≦相関係数＜0.70.6≦相関係数＜0.70.6≦相関係数＜0.7

0.5≦相関係数＜0.60.5≦相関係数＜0.60.5≦相関係数＜0.60.5≦相関係数＜0.6 相関係数≧0.7相関係数≧0.7相関係数≧0.7相関係数≧0.7
相関係数≦-0.7相関係数≦-0.7相関係数≦-0.7相関係数≦-0.7
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分析Ｅ分析Ｅ分析Ｅ分析Ｅ 単相関分析結果単相関分析結果単相関分析結果単相関分析結果分析Ｅ分析Ｅ分析Ｅ分析Ｅ 単相関分析結果単相関分析結果単相関分析結果単相関分析結果

y = -11.537x + 1.7383y = -11.537x + 1.7383y = -11.537x + 1.7383y = -11.537x + 1.7383
RRRR2222  = 0.7423 = 0.7423 = 0.7423 = 0.7423
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１．曲壁の割合は主に第Ⅰ因子軸に所属す１．曲壁の割合は主に第Ⅰ因子軸に所属す１．曲壁の割合は主に第Ⅰ因子軸に所属す１．曲壁の割合は主に第Ⅰ因子軸に所属す
　　る心理因子に働く。特に空間の動きや　　る心理因子に働く。特に空間の動きや　　る心理因子に働く。特に空間の動きや　　る心理因子に働く。特に空間の動きや
　　躍動性を表現する形容詞である「動的　　躍動性を表現する形容詞である「動的　　躍動性を表現する形容詞である「動的　　躍動性を表現する形容詞である「動的
　　な」「リズム感のある」「期待感の高　　な」「リズム感のある」「期待感の高　　な」「リズム感のある」「期待感の高　　な」「リズム感のある」「期待感の高
　　い」は、曲壁の割合が大きくなるほど　　い」は、曲壁の割合が大きくなるほど　　い」は、曲壁の割合が大きくなるほど　　い」は、曲壁の割合が大きくなるほど
　　その評価は高くなる。　　その評価は高くなる。　　その評価は高くなる。　　その評価は高くなる。

２．視点場の床からの高さが「アイレベル」２．視点場の床からの高さが「アイレベル」２．視点場の床からの高さが「アイレベル」２．視点場の床からの高さが「アイレベル」
　　に近いほど「誘導される感じ」「動的　　に近いほど「誘導される感じ」「動的　　に近いほど「誘導される感じ」「動的　　に近いほど「誘導される感じ」「動的
　　な」印象を受けやすくなる。　　な」印象を受けやすくなる。　　な」印象を受けやすくなる。　　な」印象を受けやすくなる。

３．また「対称的な」は、視点の位置の高３．また「対称的な」は、視点の位置の高３．また「対称的な」は、視点の位置の高３．また「対称的な」は、視点の位置の高
　　さ、視点場から対象要素までの距離や　　さ、視点場から対象要素までの距離や　　さ、視点場から対象要素までの距離や　　さ、視点場から対象要素までの距離や
　　シーンの突き当たりまでの距離がある　　シーンの突き当たりまでの距離がある　　シーンの突き当たりまでの距離がある　　シーンの突き当たりまでの距離がある
　　ほど評価が高くなる。　　ほど評価が高くなる。　　ほど評価が高くなる。　　ほど評価が高くなる。

４．高度（仰角と俯角）では仰角で構図を４．高度（仰角と俯角）では仰角で構図を４．高度（仰角と俯角）では仰角で構図を４．高度（仰角と俯角）では仰角で構図を
　　とった方が、「迫力のある」評価につ　　とった方が、「迫力のある」評価につ　　とった方が、「迫力のある」評価につ　　とった方が、「迫力のある」評価につ
　　ながる。　　ながる。　　ながる。　　ながる。



分析Ｅ　重回帰分析結果分析Ｅ　重回帰分析結果分析Ｅ　重回帰分析結果分析Ｅ　重回帰分析結果分析Ｅ　重回帰分析結果分析Ｅ　重回帰分析結果分析Ｅ　重回帰分析結果分析Ｅ　重回帰分析結果

５因子軸物理量の相関係数表５因子軸物理量の相関係数表５因子軸物理量の相関係数表５因子軸物理量の相関係数表
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第Ⅰ因子第Ⅰ因子第Ⅰ因子第Ⅰ因子 △ □ ■ ◇ ○ ▲ ▲ ▲ ●
第Ⅱ因子第Ⅱ因子第Ⅱ因子第Ⅱ因子
第Ⅲ因子第Ⅲ因子第Ⅲ因子第Ⅲ因子 ▲ △ ▲ △ △ △
第Ⅳ因子第Ⅳ因子第Ⅳ因子第Ⅳ因子 ▲
第Ⅴ因子第Ⅴ因子第Ⅴ因子第Ⅴ因子 ▲

▲ ■
△ □
● ◆
○ ◇-0.6＜相関係数≦-0.5

-0.7＜相関係数≦-0.6

相関係数≦-0.7

0.4≦相関係数＜0.5 0.6≦相関係数＜0.7

0.5≦相関係数＜0.6 相関係数≧0.7
-0.5<相関係数≦-0.4

目目目目 的的的的 変変変変 数数数数 説説説説 明明明明 変変変変 数数数数 回回回回 帰帰帰帰 係係係係 数数数数 標標標標準準準準回回回回帰帰帰帰係係係係 数数数数 ｔｔｔｔ 値値値値 偏偏偏偏相相相相関関関関係係係係数数数数 有有有有意意意意水水水水準準準準 重重重重相相相相関関関関係係係係数数数数
決決決決定定定定係係係係数数数数
寄寄寄寄 与与与与 率率率率

回回回回帰帰帰帰式式式式のののの
有有有有意意意意検検検検定定定定

第Ⅰ因子第Ⅰ因子第Ⅰ因子第Ⅰ因子 曲壁の割合曲壁の割合曲壁の割合曲壁の割合 -4.015-4.015-4.015-4.015 -0.605-0.605-0.605-0.605 -4.942-4.942-4.942-4.942 -0.741-0.741-0.741-0.741 0.0000.0000.0000.000
ドラマッチク性ドラマッチク性ドラマッチク性ドラマッチク性 外部空間の割合外部空間の割合外部空間の割合外部空間の割合 0.7380.7380.7380.738 0.3290.3290.3290.329 2.5752.5752.5752.575 0.4990.4990.4990.499 0.0180.0180.0180.018

視野角視野角視野角視野角 -0.01794-0.01794-0.01794-0.01794 -0.307-0.307-0.307-0.307 -2.521-2.521-2.521-2.521 -0.491-0.491-0.491-0.491 0.0200.0200.0200.020 0.7550.7550.7550.755 0.7060.7060.7060.706 0.0000.0000.0000.000
印象部分面積の割合印象部分面積の割合印象部分面積の割合印象部分面積の割合 0.7310.7310.7310.731 0.1990.1990.1990.199 1.7411.7411.7411.741 0.3630.3630.3630.363 0.0970.0970.0970.097
定数項定数項定数項定数項 1.1311.1311.1311.131 2.1072.1072.1072.107 0.0480.0480.0480.048

第Ⅲ因子第Ⅲ因子第Ⅲ因子第Ⅲ因子 曲壁の割合曲壁の割合曲壁の割合曲壁の割合 9.9699.9699.9699.969 1.6221.6221.6221.622 4.8344.8344.8344.834 0.7430.7430.7430.743 0.0000.0000.0000.000
調和性調和性調和性調和性 曲壁／直壁曲壁／直壁曲壁／直壁曲壁／直壁 -0.879-0.879-0.879-0.879 -1.15-1.15-1.15-1.15 -3.550-3.550-3.550-3.550 -0.631-0.631-0.631-0.631 0.0020.0020.0020.002

印象部分指摘要素数印象部分指摘要素数印象部分指摘要素数印象部分指摘要素数 0.1690.1690.1690.169 0.4850.4850.4850.485 2.9682.9682.9682.968 0.5630.5630.5630.563 0.0080.0080.0080.008
視点場から構図の対視点場から構図の対視点場から構図の対視点場から構図の対
象物までの最短距離象物までの最短距離象物までの最短距離象物までの最短距離 -1.072E-05-1.072E-05-1.072E-05-1.072E-05 -0.406-0.406-0.406-0.406 -2.723-2.723-2.723-2.723 -0.530-0.530-0.530-0.530 0.0140.0140.0140.014 0.8170.8170.8170.817 0.5800.5800.5800.580 0.0000.0000.0000.000
天井の面積の割合天井の面積の割合天井の面積の割合天井の面積の割合 -2.084-2.084-2.084-2.084 -0.336-0.336-0.336-0.336 -1.842-1.842-1.842-1.842 -0.389-0.389-0.389-0.389 0.0810.0810.0810.081
定数項定数項定数項定数項 -0.981-0.981-0.981-0.981 -3.036-3.036-3.036-3.036 0.0070.0070.0070.007



分析Ｅ　考察分析Ｅ　考察分析Ｅ　考察分析Ｅ　考察分析Ｅ　考察分析Ｅ　考察分析Ｅ　考察分析Ｅ　考察

・第Ⅰ因子軸の「ドラマチック性」は、重相関係数Ｒ、Ｒ・第Ⅰ因子軸の「ドラマチック性」は、重相関係数Ｒ、Ｒ・第Ⅰ因子軸の「ドラマチック性」は、重相関係数Ｒ、Ｒ・第Ⅰ因子軸の「ドラマチック性」は、重相関係数Ｒ、Ｒ2とも値が高く、曲壁のとも値が高く、曲壁のとも値が高く、曲壁のとも値が高く、曲壁の

　割合、外部空間の割合、視野角、印象部分面積の割合の４つの指標で説明できる。　割合、外部空間の割合、視野角、印象部分面積の割合の４つの指標で説明できる。　割合、外部空間の割合、視野角、印象部分面積の割合の４つの指標で説明できる。　割合、外部空間の割合、視野角、印象部分面積の割合の４つの指標で説明できる。

曲壁の割合が高く、外部空間の割合が少なく、視野角が小さく、印象部分曲壁の割合が高く、外部空間の割合が少なく、視野角が小さく、印象部分曲壁の割合が高く、外部空間の割合が少なく、視野角が小さく、印象部分曲壁の割合が高く、外部空間の割合が少なく、視野角が小さく、印象部分
面積の割合が多いと「ドラマチック性」が高くなる。面積の割合が多いと「ドラマチック性」が高くなる。面積の割合が多いと「ドラマチック性」が高くなる。面積の割合が多いと「ドラマチック性」が高くなる。

・第Ⅱ因子軸「開放性」は、ここで扱われた物理量では説明率は高くはないが、こ・第Ⅱ因子軸「開放性」は、ここで扱われた物理量では説明率は高くはないが、こ・第Ⅱ因子軸「開放性」は、ここで扱われた物理量では説明率は高くはないが、こ・第Ⅱ因子軸「開放性」は、ここで扱われた物理量では説明率は高くはないが、こ
　れら物理量尺度の中では、画像中の構成要素数、角の数が影響する。　れら物理量尺度の中では、画像中の構成要素数、角の数が影響する。　れら物理量尺度の中では、画像中の構成要素数、角の数が影響する。　れら物理量尺度の中では、画像中の構成要素数、角の数が影響する。

構成要素数が多く、角の数が少ないと「開放性」の高い方に影響を与える。構成要素数が多く、角の数が少ないと「開放性」の高い方に影響を与える。構成要素数が多く、角の数が少ないと「開放性」の高い方に影響を与える。構成要素数が多く、角の数が少ないと「開放性」の高い方に影響を与える。

・・・・第Ⅲ因子軸「調和性」では、曲壁、天井面積の割合と印象部分指摘数と視点場か第Ⅲ因子軸「調和性」では、曲壁、天井面積の割合と印象部分指摘数と視点場か第Ⅲ因子軸「調和性」では、曲壁、天井面積の割合と印象部分指摘数と視点場か第Ⅲ因子軸「調和性」では、曲壁、天井面積の割合と印象部分指摘数と視点場か
　ら構図の対象要素までの距離が評価因子と関係する。　ら構図の対象要素までの距離が評価因子と関係する。　ら構図の対象要素までの距離が評価因子と関係する。　ら構図の対象要素までの距離が評価因子と関係する。

曲壁の割合、印象部分要素の指摘数が少なく、視点場から構図の対象要素ま曲壁の割合、印象部分要素の指摘数が少なく、視点場から構図の対象要素ま曲壁の割合、印象部分要素の指摘数が少なく、視点場から構図の対象要素ま曲壁の割合、印象部分要素の指摘数が少なく、視点場から構図の対象要素ま
での距離が長いと、「調和性」がある方に働く。での距離が長いと、「調和性」がある方に働く。での距離が長いと、「調和性」がある方に働く。での距離が長いと、「調和性」がある方に働く。

・・・・第Ⅳ因子軸「水平垂直性」には、構成要素数や印象部分数、シーンの中の視点第Ⅳ因子軸「水平垂直性」には、構成要素数や印象部分数、シーンの中の視点第Ⅳ因子軸「水平垂直性」には、構成要素数や印象部分数、シーンの中の視点第Ⅳ因子軸「水平垂直性」には、構成要素数や印象部分数、シーンの中の視点
　場の距離など４つの指標が影響を与える。　場の距離など４つの指標が影響を与える。　場の距離など４つの指標が影響を与える。　場の距離など４つの指標が影響を与える。

視点場から画像の突き当たり面までの距離が長いと「水平性」、視点場から視点場から画像の突き当たり面までの距離が長いと「水平性」、視点場から視点場から画像の突き当たり面までの距離が長いと「水平性」、視点場から視点場から画像の突き当たり面までの距離が長いと「水平性」、視点場から
構図の対象要素までの距離が近いと「垂直性」にそれぞれ作用する。構図の対象要素までの距離が近いと「垂直性」にそれぞれ作用する。構図の対象要素までの距離が近いと「垂直性」にそれぞれ作用する。構図の対象要素までの距離が近いと「垂直性」にそれぞれ作用する。

・・・・第Ⅴ因子のダイナミック性は、仰角俯角の角度に関係する。第Ⅴ因子のダイナミック性は、仰角俯角の角度に関係する。第Ⅴ因子のダイナミック性は、仰角俯角の角度に関係する。第Ⅴ因子のダイナミック性は、仰角俯角の角度に関係する。

空間を見上げると「ダイナミック性」が増していく方に働く。空間を見上げると「ダイナミック性」が増していく方に働く。空間を見上げると「ダイナミック性」が増していく方に働く。空間を見上げると「ダイナミック性」が増していく方に働く。



総括総括総括総括総括総括総括総括 Le Le Le Le CorbusierCorbusierCorbusierCorbusierのののの建築空間の特性とは？建築空間の特性とは？建築空間の特性とは？建築空間の特性とは？

作品の認識構造を把握にし、被作品の認識構造を把握にし、被作品の認識構造を把握にし、被作品の認識構造を把握にし、被
験者が捉えた験者が捉えた験者が捉えた験者が捉えたCorbusierCorbusierCorbusierCorbusier的な建的な建的な建的な建
築空間を７つのグループに分類築空間を７つのグループに分類築空間を７つのグループに分類築空間を７つのグループに分類
できた。それらの空間シーンのできた。それらの空間シーンのできた。それらの空間シーンのできた。それらの空間シーンの
心理的特性には、５つの因子軸心理的特性には、５つの因子軸心理的特性には、５つの因子軸心理的特性には、５つの因子軸
が抽出された、と同時にﾃﾞｻﾞｲﾝが抽出された、と同時にﾃﾞｻﾞｲﾝが抽出された、と同時にﾃﾞｻﾞｲﾝが抽出された、と同時にﾃﾞｻﾞｲﾝ
ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのもつ心理評価につﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのもつ心理評価につﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのもつ心理評価につﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰのもつ心理評価につ
いての「意味」が明らかになっいての「意味」が明らかになっいての「意味」が明らかになっいての「意味」が明らかになっ
た。また、構図の取り方に関した。また、構図の取り方に関した。また、構図の取り方に関した。また、構図の取り方に関し
ては、視点場の空間における位ては、視点場の空間における位ては、視点場の空間における位ては、視点場の空間における位
置関係が心理因子に与える影響置関係が心理因子に与える影響置関係が心理因子に与える影響置関係が心理因子に与える影響
が大きいことなどを明確にした。が大きいことなどを明確にした。が大きいことなどを明確にした。が大きいことなどを明確にした。

第Ⅰ因子「ドラマチック性」第Ⅰ因子「ドラマチック性」第Ⅰ因子「ドラマチック性」第Ⅰ因子「ドラマチック性」
第Ⅱ因子「開放性」第Ⅱ因子「開放性」第Ⅱ因子「開放性」第Ⅱ因子「開放性」
第Ⅲ因子「調和性」第Ⅲ因子「調和性」第Ⅲ因子「調和性」第Ⅲ因子「調和性」
第Ⅳ因子「水平垂直性」第Ⅳ因子「水平垂直性」第Ⅳ因子「水平垂直性」第Ⅳ因子「水平垂直性」
第Ⅴ因子「ダイナミック性」第Ⅴ因子「ダイナミック性」第Ⅴ因子「ダイナミック性」第Ⅴ因子「ダイナミック性」

・曲壁の割合・曲壁の割合・曲壁の割合・曲壁の割合
・印象部分面積・印象部分面積・印象部分面積・印象部分面積
・視点場の高さ・視点場の高さ・視点場の高さ・視点場の高さ
・視点場の位置関係・視点場の位置関係・視点場の位置関係・視点場の位置関係
・仰角・俯角・仰角・俯角・仰角・俯角・仰角・俯角

Group1:Group1:Group1:Group1:鋸屋根のある住宅外観鋸屋根のある住宅外観鋸屋根のある住宅外観鋸屋根のある住宅外観
Group2:Group2:Group2:Group2:室内開放的空間室内開放的空間室内開放的空間室内開放的空間
Group3:Group3:Group3:Group3:屋上庭園屋上庭園屋上庭園屋上庭園
Group4:Group4:Group4:Group4:トップライト空間トップライト空間トップライト空間トップライト空間
Group5:Group5:Group5:Group5:水平連続窓のある外観水平連続窓のある外観水平連続窓のある外観水平連続窓のある外観
Group6:Group6:Group6:Group6:造形的室内空間造形的室内空間造形的室内空間造形的室内空間
Group7:Group7:Group7:Group7:誘導的空間誘導的空間誘導的空間誘導的空間

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞﾃﾞｻﾞｲﾝﾎﾞ
ｷｬﾌﾞﾗﾘｰｷｬﾌﾞﾗﾘｰｷｬﾌﾞﾗﾘｰｷｬﾌﾞﾗﾘｰ

空間把握の特性空間把握の特性空間把握の特性空間把握の特性

心理的特性心理的特性心理的特性心理的特性

構図的特性構図的特性構図的特性構図的特性


